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 この研究は、節杭の打込み時、および静的載荷時における杭各点の応力状態をワイヤ
 ーストレインゲージを用いて測定し、これより.動的応力と静的応力の分布を求めて、両
 者の相関関係をとらえ、さらに節の部分に働く力を検討して、節杭の支持力機構について
 考慮を加えたものである。以下これらの結果について報告する。
 〔2)実験憂節よ〆方法
 測定用の抗σ、図一1のごとく、長之6耽、一沌36c叛の正三角形断面をな`、ろよ
 そ∠5勉の間隔で、巾2糞叛の節ヵ肋・粍・偽。測定個勅としてゆ、図一1のめに三側
 面鑑ひ合計39グ戸ケのゲーソ狸込み用欠損部t設ヴろ一方、図一2のようにコンクジートに
 等イ解断面舞チわ鋼箸臥∫聯の釈`;倒込んで、二歳剃鯛艇賂で郵駅、
 ゲージのソード線を航り」乙部よりまとめて取り諏マようにした。.
 また、濃度補正潮ゲージ毛、同一抗体の/5職ケ勅に動ヒ直角方向'二設置し、グレジ埋込湯
 田欠損部しコΩず鉄もゴ4契のパフモングをσめ、湯水剤と袴着剤です分ゆ保鬱した。
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 動蛎試験;手作込初編ノ効イ云豊を知うμぢ毛、なろべく
 光琳進・・イ鋤劃定〆嬬であ旅め・お〆ア・・ろ緬拶脚欠ヰ聯コ凋,朔
 とお・4節纏鮎千丁魅み蒔の打撃エネルギー広蓋2凝
 X3死ヒし鳥測定嚇炭肺験〃《27,41,よ5㌶の三段
 ア誉1=・分ヴてξテ・、、二各毛更階での言こ録1二`てビジグラフεイ愛用し7ミ。
 静蠣駿;動言撒の終磯.4礎鋒て巧鍋徽を行
 った。これσ殉圧式ジヤフ寺ヒ5η伽明り一ド迄ルと併用した
 実荷重散荷'i法であろ.荷重段階ほ最初5・⑳れか5頑;史、・10、15・ノ,
 ,20、30,,40,仁保ヒ.し,二激5をuずれも短・調の働二載荷し
 たパ、一段階り為働"・・ての剃定かて終侭ず、直ちに除有して
 次の段階の舞荷㌶駿迄約2週間の期間筋・液.
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 砺、軸力恥瞬勅多赫の弾樹緻{て、難の栽卿!緬よ蝉寸嬢砂織乏め
 て・その初期砿E52・8XlO∫(・》ざのり、矛!,千,7,!0,12,β細り断面積
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